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“技官は歯車を動かす潤滑油"
第二技術室下村与治
東京オリンヒ・ック開催年の昭和39年4月、新設学科である工学部工業化学科有機合成化学講座に
勤務することになった。当時の日本は高度経済成長期の真っ只中、その後の経済成長率も高水準を維
持し、池田勇人前首相の所得倍増計画により生活水準が劇的に改善された。一方、負の遺産である公
害問題を引き起こすなど、決して忘れることができない時代であった。奇しくも今の中国を見ていると、ま
さに当時の日本を思い出す。
さて、私が仕事をした有機合成化学講座を紹介しよう。名前のとおり新規な有機化合物を合成開発及
び研究する所である。また、それらを確認するため当時としては最先端の分析装置(有機微量元素分
析装置、熱分析装置、紫外可視分光光度計、ガスクロマトグラフ装置)があった。私の仕事は主に機器
分析、学生実験及び分担研究であった。当時の苦労話をしてみよう。任された有機微量元素分析装置
は、当時、その分析データが論文を書くうえでの必須条件で、このデータが無いと論文審査が通らない
というものであった。分析方法も大量のサンプルを必要としたそれまでのマクロ分析から、少量のサンプ
ノレで済むミクロ分析への過渡期の装置であったため、測定者の技術力が今まで以上に関われることとな
った。試料などをはかり採る微量天秤は、最大読み取り感度が1μg/:極めて精度が高く、室温、体温、
援動、風流、風圧、挨、塵が分析値に大きく影響したため、部屋の環境には特に気を遣った(1サンプ
ノレ当たりの測定時間は1時間、微量天秤秤量回数は5回)。また、修論、卒論実験の終盤にもなると、研
究室から出された多くのサンプノレ分析に追われ、しかも他の研究室からの分析依頼も引き受けていた
経緯から、それら全てを決められた時間内に処理するためには、徹夜や日曜・祭日出動を余儀なくされ
たものである。
勤務当初は技官の仕事はどういうものかも分からず、ただ言われてきたことを繰り返す日々であったが、
勤めてから5年ほど経過した頃、余りの忙しさのため、 度、技官の仕事や立場について当時の教授先
生にお聞きしたことがある。先生は黒板に歯車の絵を描きにかかり、「研究室の中では“技官は歯車を
動かす潤滑油"である」とおっしゃった。これは「教官と学生が歯車の関係にあるとき、技官は歯車がうま
く回転するための潤滑油であり、修論・卒論などの研究が停滞しないよう、研究室内の分析機器など、
何時も最良の状態にあるよう保守管理することです。要するに研究室がうまく機能するよう支援すること
ですjと私の疑問に応えるため懇切丁寧に説明をしてくださった。それ以来、研究室全体の仕事に対し
て、私なりに考えながら積極的に取り組むようになった。まづ最初に手掛けたのは、部屋及び機器の徹
底した管理である。これは信頼の出来るデータを出すためと、機器を長持ちさせるための最低限の仕事
であった。やがてこのことが他の実験室の環境整備、薬品の管理など研究室全体へと波及することとな
った。この様に先生のおっしゃった“技官は歯車を動かす潤滑油"との言葉を、私の「座右の銘Jとして、
また仕事をする上での教訓として今日まで実践をしてきたつもりである。
現在では科学技術の進歩と共に機器分析装置も飛躍的な進歩を見せ、研究室内にも数多くの分析
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機器が導入されてきた。有機微量元素分析装置も4世代田で全自動分析となり、分析方法も以前の重
量法から熱伝導度法になったため、微量天秤の秤量回数は1サンプノレ当たり1図と随分楽にはなった。
また、学内共通機器として核磁気共鳴分析装置(NMR)、質量分析装置(Mass)、単結晶自動X線構造
解析装置(X-Ray)等、仕事上関係ある大型分析装置が次々と導入された。特に核磁気共鳴分析装置
(NMR)は測定もさることながら、液体ヘリウム(He)、液体窒素(刊2)の装置への充填作業、 Heガス回収
作業など、装置の維持管理を手伝うこととなり、機器分析装置への関わりが徐々に強くなってきた。
平成4年に技術部が組織化され、研究室派遣という形態を採るようになってからは、従来の研究室で
の仕事を、技術部の仕事として意識せねばならず、二足のわらじを履くようで当初は困惑したものである。
ここで非常に役に立ったのが、以前、教授先生がおっしゃった「研究室の中では“技官は歯車を動かす
潤滑油"であるJという言葉であった。この言葉の中の“研究室の中"を“大学の中"としゅ言葉に置き換え
れば、自身の“仕事に対する意識改革"に繋がるのではなし、かと考え、それ以後、今日までこのスタンス
で仕事を行ってきた。この意識改革のお陰で、“学内プロジェクトへの積極的な参加"を行うことができ、
また、今までの仕事を生かして“外部資金(科研費・奨学寄付金・共同研究)、内部資金(学長裁量経
費，地域共同研究センター助成金)"を獲得することもできたが、反面、忙しい日々を送ることとなった。
しかしそれ以上に得たものも多く、仕事をしている充実感を感じ、仕事への励みにもなった。また、仲間
と共に企画した“オープンキャンパス、公開講座、出前講座"を通して“地域貢献への積極的な参画"を
行ってきた。これらのことは技術部の PRにも少なからず貢献できたものと思う。
さて、私が以前から関心のあった 150関係について触れたいとd思う。近年、企業、自治体、大学等は
15014000(環境規格)、 1509000(品質規格)等を社会的道義上取得し、その責任を果たそう左している。
その中で特に我々技術者に関係のあるものがある。それは ISO!7025というもので、品質規格の
IS09000シリーズの中に、“校正・試験のための高度な技術的な能力"を加えたものとして、企業、自治
体の試験所等で多数取得してしもものである。これは“特定の試験(分析)方法を実施する技術的な能
力があることを権威ある第三者が認定する制度(計測器の管理、精度管理の内容と試験員の技能の評
価)"であり、データの信頼性が高いという保証を求めるものである。これにより検査(分析)結果に対して
社会的信頼性を得ょうとするものである。我々技術に関わるものとしては、計測器、分析器などの機器を
常日頃から怠ることなく管理し、信頼性のあるデータを、自信を持って提供することが技術者としての責
任であり、喜びではなかろうか。将来的に技術部が IS017025を取得できれば、真の独立組織として認
知されるのではないだろうか。そのためには一人一人が意識を持て行動し、情報収集に心がけると共に、
環境の変化に対応できるだけの応用の利く技術を積極的に身につけ、技術職員の存在感と価値を今
以上にスキルアップする必要がある。
以上、退職に当たり、 42年間の私の足跡と思いを簡単に述べさせていただきました。最後になりまし
たが、永い聞大変お世話になり誠に有り難うございました。心より御礼を申し上げます。今後の皆様方
の活躍をご祈念して、筆を置きたいと思います。
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